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専攻医
の主張

私にできること

公立みつぎ総合病院　リハビリテーション科　品末　典也

　卒後3年目、リハビリテーション科専攻医1年
目の品末典也と申します。現在は尾道市にあり
ます、公立みつぎ総合病院の回復期リハビリ
テーション病棟で勤務しています。私は東広島
市黒瀬町出身で、当時地元の中学校に通ってい
た頃に「神様のカルテ」という小説を読んだこ
とがきっかけで医師を志しました。「典也」と
いう名前は「本をよく読むように」と名付けら
れましたから、名は体を表すではないですが、
自分らしいかなと思います。高校は県立広島高
校、そして広島大学医学部医学科を卒業し現在
に至ります。
　初期研修医を終え、今年度から初めて回復期
で病棟主治医として担当患者を持たせていただ
いています。主な疾患として骨折や頚損なども
診ますが、特に脳卒中後の患者を多く担当して
います。しかし、一口に脳卒中患者といっても、
麻痺でADL（日常生活動作）が低下した方も
いれば、重たい失語が残っている人、高次脳機
能障害がメインの人、体は元気なのに嚥下だけ
全くできない人などさまざまでした。社会的に
抱えている問題も十人十色であり、どうすれば
早く、あるいはどこに退院できるか、逆にもっ
とリハビリを継続してもらうにはどうすればい
いかなど、患者それぞれに対して工夫が必要な
のだと考えさせられます。研修医の時には分か
らなかった、主治医としての目線に立って初め
て気づかされることばかりです。ちなみに、昨
年度は北部医療センター安佐市民病院で研修医
として勤務させていただき、当直では多くの救
急患者の診療にあたりました。全く異なる仕事

に見え、研修医期間が少しムダに思われるかも
しれませんが、回復期病棟といえども急変もす
る、救急当直にも入る、加えて入院患者も単一
の疾患だけという方はほとんどいないわけです
から、いろいろな疾患を診る上でも、研修医時
代に学んだこと、先生方に教えていただいたこ
とが活かせているかなと感じる日々です。
　そんな中で、リハビリテーション科の役割や
業務内容は他科の先生方からしたらよく分から
ないものではないでしょうか。私自身専攻医1
年目という立場で、まだよく分かっていないと
いうのが正直なところです。当科のルーツがも
ともと整形外科とあって、身体の動きを見てい
るのではと皆さまから聞かれることが多いです。
一応、学問としてのリハビリテーション医学は
身体機能や障害を診る学問であるといわれてお
り、私は「できること」を増やす科であると解
釈しています。歩行やトイレを始めとする
ADLの部分だったり、仕事や在宅への復帰だっ
たりと人によってさまざまですが、疾患を治す
だけではまだ難しいことがリハビリを経て可能
になることがあります。「できること」が増え
ていくことは、患者自身としても実感しやすく、
患者・家族の医療への満足度に直結する印象が
あり、私がリハビリに興味を持った理由の１つ
です。
　これからも少しでも地域の患者、あるいは先
生方の力になれるように業務に励んで参ります。
まだまだ未熟ではございますが、今後ともご指
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のほどよろしくお願いいたします。
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Facebook更新中!
もみじ医が広島県医師会のイベント情報を
お知らせしています。
フォローして最新情報をチェックしましょう。
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